
広島市食品ロス削減推進条例の概要 

 

１ 目的 

  食品ロスの削減の推進に関する法律（令和元年法律第 19 号）の趣旨にのっとり、食品ロスの削減に関し、

本市及び事業者の責務並びに消費者の役割を明らかにするとともに、本市の施策の基本となる事項を定める

ことにより、食品ロスの削減に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって持続可能な社会の実現に寄

与する。 

 

２ 施行日 

  令和５年４月１日 

 

３ 概要 

 (1) 本市の責務 

   国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、本市の特性に応じた施策を策定し、実施する。（第３条） 

   ＜具体的な内容＞ 

   ・環境、消費生活、保健、福祉、産業振興、教育等の関係部局と連携の上、食品ロス削減推進計画を策

定する。（第 7条 1～5） 

※ ただし、広島市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に位置付けられた現行の食品ロス削減推進計画を、この条例 

で求められている食品ロス削減推進計画とみなす。（附則 2） 

   ・毎年、食品ロス削減推進計画に基づく施策の実施状況を、広島市廃棄物減量化・資源化等推進審議会

及び市議会に報告・公表する。（第 7条 6） 

   ・消費者、事業者及び学生等に対し、食品ロスの削減に関する普及啓発を行う。（第 8条） 

   ・食品関連事業者や農林漁業者等が実施する食品ロスに関する取組を支援する。（第 9条） 

   ・食品ロスの削減に関し顕著な功績があると認められる者に対し、表彰を行う。（第 10条） 

   ・食品ロスの実態に関する調査と、その効果的な削減方法等に関する調査・研究を行う。（第 11条） 

   ・未利用食品等を提供するための活動（フードバンクやフードドライブ活動）の支援等を行う。（第 12 条） 

   ・食品廃棄物の再生利用が促進されるよう、施策を策定・実施する。（第 13 条） 

   ・食品ロスの削減に関する施策を総合的・計画的に推進するため、関係部局相互の連携を図るための体

制を整備（第 14 条）し、必要な財政上の措置を講じる（第 15 条）。 

 

(2) 事業者の責務 

   食品ロス削減の重要性についての理解と関心を深め、自らの事業活動に関し、食品ロス削減について積

極的に取り組むとともに、本市が実施する施策に協力するよう努めることとされた。（第４条） 

   具体的には、未利用食品を提供するための活動に積極的に未利用食品の提供を行うこと、賞味期限の延

長や年月表示化の検討、納品期限の緩和等の商慣習の見直し、賞味期限・消費期限に近い食品から購入す

るよう促し、売り切るための工夫を行うことなどの努力義務が課された。（第 16条） 

 

(3) 消費者の役割 

   食品ロス削減の重要性についての理解と関心を深めるとともに、日常生活の中で自らができることを考

え、賞味期限・消費期限を正確に理解した上で、食品の購入、保存又は調理の方法を改善すること等によ

り自主的に取り組むよう努めることとされた。（第５条） 



 

 

令和５年度予算特別委員会（経済観光環境関係質疑）令和５年３月２日 実録（抜粋） 

 

公明党 石田祥子 議員 

「本市における食品ロスの削減に向けて」

 

 

（石田委員） 

公明党の石田祥子です。 

本市における食品ロス削減に向けてというテーマで質問をさせていただきます。 

政策立案検討会議において、１年以上にわたり活発に研究討議を重ねて作成された広島市食品ロス削

減推進条例が昨年１２月議会で可決され、いよいよ来月より施行されます。 

関心を持って見守ってくださっていた市民の皆様からは喜びの声とともに、条例がスタートしたら具

体的にどう変わるのかと率直なお言葉もいただいています。 

そこでお伺いします。広島市食品ロス削減推進条例が４月に施行されることを受け、市では今後、食

品ロスの削減に向けてどのように取り組まれるかお答えください。 

 

（環境政策課長） 

かつては、主に環境問題の観点で取り上げられることの多かった食品ロスの削減は、食料価格の高騰

や経済格差の広がりなどを背景に、今では福祉施策や災害対策などの分野にまでその関心が及んでいる

状況にあります。 

 そうした中、本条例でも規定されたとおり、環境、消費生活、保健、福祉、産業振興、教育その他の

食品ロスの削減に関連する部局相互の連携を図っていくことが欠かせないものと認識しており、例えば、

未利用食品等を提供する活動を行うフードバンク団体に必要となる支援策を検討し、実行に移していく

際にも、そうした視点を欠かすことはできないものと考えます。 

本市としては、条例の制定を受け、市民一人一人が食べ物を大切にする文化を再認識し、理解と行動

の変革が広がるよう食品ロスの削減を一層推進してまいりたいと考えています。 

 

（石田委員） 

食品ロスの問題は多岐にわたっていて、今回の予特の文教関係でも、食品ロスに関わる話題が出てい

ます。環境局が中心になると思いますけれども、必要に応じて様々な部局と柔軟に連携できる体制をよ

ろしくお願いいたします。 

（参考） 


